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令和 7 年 10 月吉日 
会員各位 

日本臨床衛生検査技師会北日本支部 
支部長 早坂 光司 

（公印略） 
病理細胞部門長 佐藤 崇 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

令和 7 年度 日臨技 北日本支部 研修会 

「第 11 回病理細胞部門研修会」開催案内 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

         

 
謹啓 
 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

この度、下記の要領で令和 7 年度（第 11 回）北日本支部 病理細胞部門研修会を Web 開

催いたしますのでご案内申し上げます。 
 つきましては、ご多忙中のところ誠に恐縮に存じますが、是非ご参加下さいますようご案

内申し上げます。                                         

謹白 
 
 

記 
  

【テーマ】「診断のその先へ ～知識、技術、そして発信～」 
【期 間】令和 8 年 2 月 1 日（日）～ 令和 8 年 2 月 28 日（土） 
【場 所】WEB 視聴形式（日臨技オンデマンド配信） 
【定 員】300 名 
【受講料】1,000 円 
 
 
 
 
 



 

2 
 

【内 容】 

1）「品質保証施設認証制度について 

～品質保証施設認証制度の概要 / 細胞・病理部門の留意点～」（30 分、30 分） 

一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 常務理事 益田 泰蔵 先生 

北里大学病院 病院病理部 技師長/日臨技品質保証施設認証制度 WG 委員 山下 和也 先生 

2)「病理検査室におけるタスクシフト・シェアのすゝめ ～病理医と技師の協働へ向けて～」

（仮）（60分） 

独立行政法人国立病院機構旭川医療センター 臨床検査科 臨床検査技師長 東 学 先生 

3) 「乳癌取扱い規約改定のポイントとバイオロジーの臨床的意義」（60 分） 

東北公済病院 病理診断科 部長 渡辺 みか 先生 

4)「口腔細胞診をより深く理解するために」（60分） 

東京歯科大学市川総合病院 臨床検査科病理 客員教授 田中 陽一 先生 

5)「東北大学病院のクリニカルバイオバンクの現状と課題」（45分） 

東北大学大学院医学系研究科 病理検査学分野 助教 /東北大学病院 個別化医療センター 

田中 美桜 先生 

6）「学会発表への第一歩」/「宮臨技精度管理事業 病理部門における研究発表、学術活動等

の支援について」（30 分、30 分） 

大崎市民病院 臨床検査部 副技師長 戸村 弘樹 先生 

東北医科薬科大学病院 病理部 佐藤 正樹 先生 

7）「学術論文の組み立て方」（45 分） 

東北大学大学院医学系研究科 病理検査学分野 准教授 髙木 清司 先生 
 
【研修点数】専門教科 20 点 
【認定病理点数】A-20 点，B-25 点，D-60 点 
【細胞検査士クレジット】申請予定 
【参加申込方法】 
 参加申込期間：令和 7 年 12 月 1 日（月）～令和 8 年 1 月 9 日（金） 

①日臨技ホームページ（http://www.jamt.or.jp/）の会員専用サイトより事前参加登録に

てお申し込み下さい。 
②受講受付メールに受講料の振込先が記載されていますので、参加費の振込をお願いし

ます。振込期限：令和 8 年 1 月 22 日（木）まで 
 ※受講料振込後の返金は致しませんのでご了承下さい。 

 ③全ての講演を視聴後、感想を入力した受講者には、「認定病理検査技師参加証明書」、

「細胞検査士クレジット」をお送りします。 

http://www.jamt.or.jp/
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【ご注意】 
研修会内容において、動画の保存や撮影等による無断使用・無断転載等の二次利用を固く

お断りします。なお、本研修会の参加登録完了をもって無断使用・無断転載等の二次利用

をしないことを誓約したといたしますので、ご了承ください。 
 
【研修会事務局】 
     〒980-8574 宮城県仙台市青葉区星陵町 1 番 1 号 
      東北大学病院 病理部 小泉 照樹 

Tel：022-717-7440（直通） 
FAX：022-273-5976 

       E-mail：teruki.koizumi.a5@tohoku.ac.jp 

mailto:teruki.koizumi.a5@tohoku.ac.jp

